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らの問題 を取 り扱 う学際研究の基盤 として､また､ここで言 う ｢文化超越的
(transcultural)｣共同研究の基礎となりうるのではないだろうか｡

































































































26 デカルトにおいて二種類の実在基準が現れるに至った主な原因は彼の ｢物体｣の認識基準が ｢五
感のデータの経験のレベル｣に留まってしまったためである｡この部分についての詳細は拙論 ｢ブ
ル トマンの非神話化理論の弱点の原因について- 解釈学､認識理論､自然化学を総合した観点か


















































































































































































































1 i謡 震 音ちについて ? r什†｣r何故†｣ 知性のレベル
2 考える (tothink)必要なイメージを起こす
質問に対する答えを得ようとする
3 賢覧 漂 慧禁 を- る ㌫き…｢あっー(もしかして)｣
4 ひらめきの内容を ≒｢たぷん.‥..だⅠ｣柵 として衰環化 (義金化)する 書 ‥ からだ ｣ー
lTJ-タのjW可曹任せ)j動■ナ&= t○U7VDERS7ANp




7 ひらめく (帖 紳 ' ㌫き｢あっⅠ｣
8 ひらめきの椿巣を ｢やっぱり正しい!｣













































































































































て成り立つ行為の基本例として ｢知識を提供する行為｣と ｢信用 (他者の得た知識を借
りる)行為｣について｡さらに､人間を含めた存在物すべてに発生する ｢悪 (evil)｣は
なぜ起こるのか｡悪からの回復はどのようにして可能となるか､という問題について理
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解を発展させることを試みたい｡
